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46　 コ ン ビ ナ トリ ア ル ・バ イネ エ ン シ ニ ア リ ン グ

2SfO バ イオセ ンシ ング ・ ツ
ー

ル と しての ペ プチ ド

（北陸先端科学技術大学院大学）横山憲 二

1 ．は じめに

　近年 、
齲 ン ビナ トリア ル ・バイオ エ ン ジニ ア リン グ法に より新た な分子認識材料 を取

得 しようとい う試み が盛んに行われて い る 。 演者 らは フ ァ　
一 ジ提示 系ラ ン 憂ム ペ プチ ド

ラ イブラ リ
ー

を用い て 選択 した 分子認識能を有するペ プチ 慧をバ イオセ ン シン グの 道具

と して 利用する研究を行 っ て い る。 すなわち 、　 （1 ）タ ンパ ク質を部位特異的 に認 識す

るハ イブ リッ ドペ プチ ド、 （2 ）分子認識能を有するレ ドッ クス 活性ペ プチ ド、その ほ

かに蛍光物質を修飾 したセ ンサ ーペ プチ ドを言鋸十E 合成 して い る 。 本シンポジウム で は 、

演者 らが行 っ て きた研 究 を紹介 し、ペ プチ ドをバ イオセ ン シン グ ・ツ
ー

ル をして利用す

るにはtiうすればい いか 議論 した い 。

2 、奪ンパ ク質を部位特異的に認識するハ イブ リッ ドペ プチ ド

　演者 らはグル コ
ー

ス オキシダーゼ （G  x）の 活性部伎 （FAD）付近の 52−58 番 目の ア ミ

ノ酸配列 （GSYESDR）および活性部位か ら遠 い位置に ある 197−203番 目 （GVPTKKD） に対

して特異 的親 和性 を特つ 12merペ プチ ドをフ ァ
ー ジ提示系ラン ダム ペ プチ ドライ ブラ リ

ー
を用 い てス ク リ

…
ニ ング した 。 また 、得 られた ペ プチ ドと GOX との親和性をビア コ ア

によ り測定した結果 、 得 られたぼ とん どの ペ プチ ドが GOX に 対 し親和性を示 し、他の 数

種の タンパ ク質に対 して は全 く親和性がなか っ た 。 次 に、結合 ・解離速度論的解析を行

い解離定数を決定 した とこ ろ、10
−4
か ら 10

−5
閣 程度で あり、 あま り高い 親和性が得 られ

なか っ た 。 そ こ で 2 つ の ペ プチ ドをペ プチ ドリン カー
で つ なぎ GOx の 2 箇所を特異的に

認識す るハ イ ブ リッ ドペ プチ ドを合成 した 。 その結果 、 リンカー長 15merのハ イ ブ リッ

ドペ プチ ドは 1炉 覦オ
…ゲーの解離定数を示 し 、 親和性の増加が見 られた。

3 ．分子認識能を有する レ ドッ クス 活性ペ プ手 ド

　こ れ まで のバ イオセ ンサ
ー

では、酵素に 対 して親和性を示す電子伝達メ ディ エ ー一ター

俸 ンパ ク質 ・電極間イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス 分子 ）は用 い られて こ なか っ た 。 しか し、よ り

高性能なセ ン サ ー を設計するため に は 、 酵素の 活性部位付近に選択的に結合す るメ ディ

x 一 タ
ー

を胴 い た方が有利で あると考 え られ る 。 そこ で演肴 らは 、GOx の活性部位付近

（GSYESDR）に対 し親和性を持つ ペ プチ ドに フ ェ U セ ン を位 置選択的に修飾 した レ ドッ ク

ス 活性ペ プチ ドを合成 した 。 また 、
こ の レ ドッ クス 活性ペ プチ ドを GOx の メディ エ

ー
タ

ー と し 、 電子 移動速度を調べ た。 そ の結果、認識配列 を持たない ペ プチ ドを用 い た場合

に くらべ 、高 い電子伝達活性が見 られた 。
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